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日・韓建設技術セミナーは､JICEと韓国建設技術研究院

（KICT）両機関との間で締結した「技術交流合意書

（1989年）」及び「日・韓建設技術セミナー実務会議合意

書（1989年）」に基づき､両機関の研究成果の交流と相互

の技術協力を目的に､1990年より両国において毎年交互

に実施しており、今年で12回目の開催となる｡

（1） 訪日スケジュール

9月3日(月)：来日／鶴見川多目的遊水地、

横浜国際総合競技場見学

9月4日(火)：セミナー／レセプション

9月5日(水)：共同研究打合わせ（共同研究班）

都内近郊現場見学（現場見学班）

9月6日(木)：小樽運河及び運河周辺見学

9月7日(金)：札幌ドーム等見学／帰国

（2） 訪日メンバー

9月4日虎ノ門パストラル新館6F「藤の間」において開

催され、参加者数（発表者等含）はJICE：66名、

KICT：10名、招待者：29名であった。

■開会

■挨拶 井上啓一（JICE理事長)

■祝辞 河　珍圭（KICT理事長）

■日程紹介 佐藤俊通（JICE情報調査室）

■JICE発表者紹介 佐藤俊通（JICE情報調査室）

■KICT発表者紹介 李　章和（KICT企画調整室）

■JICE事業紹介 杉山義孝（JICE情報調査室）

■KICT事業紹介 李　章和（KICT企画調整室）

■特別講演

「国土技術政策総合研究所の概要」

田M忠行（国土交通省国土技術政策総合研究所長）

■課題発表

「一般国道の建設工事の事後評価に関する研究」

姜　元義（KICT土木研究部）

「交通安全総点検について」

伊東孝祐（JICE調査第二部）

「公共部門における建設技術研究開発の現況」

池　尚 （KICT建設技術品質センター）

「技術開発に関わるJICEの取り組み」

鶴飼貴昭（JICE研究第二部）

「建設工事品質安全管理システムの開発」

羅　 （KICT建設経営情報センター）

「土木コンクリート構造物の耐久性の向上について」

中井督介（JICE研究第二部）

■パネルディスカッション（内容については次項で記述する）

～都市型水害対策に関する今後の取り組み等について～

司会：田所　正（JICE調査第一部）

コメンテーター：辻本哲郎（名古屋大学大学院教授）

パネリスト：金　　源 （KICT水資源環境研究部）
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　河　珍圭　　院　長　　　　 

　李　章和　　室　長　　　　企画調整室 
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　金　　源　　先任研究員　　水資源環境研究部 

　安　在煥　　先任研究員　　水資源環境研究部 

　兪　永錫　　先任研究員　　水資源環境研究部 

　李　鎭源　　先任研究員　　水資源環境研究部 
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安　在煥 （KICT水資源環境研究部）

関沢元治 （JICE調査第一部）

久保浩也 （JICE調査第一部）

■共同研究紹介

「溶融スラグの活用方策に関する共同研究」

兪　永錫（KICT水資源環境研究部）

猪熊　明（JICE調査第二部）

「河川構造物周辺堤防の安全管理に関する共同研究」

李　鎭源（KICT水資源環境研究部）

中山　修（JICE調査第一部）

■閉会
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写真-1 第12回セミナーの記念撮影

写真-2 第12回セミナーの状況




